
§３ 新しい計画での考え方は？ 

 

 

 

【上流対策】 

市民・事業者主体の

発生抑制・再使用の

推進，行政はそれを

サポート 

【分別・リサイクル対策】

多様な分別・リサイ

クルのメニューの提
供 

【適正処理対策】

環境にやさしい廃

棄物管理システム
の選択 

基
本
的
考
え
方 

高齢化や共働きなど，社会情勢の変化も踏まえることが必要 

配
慮
視
点 

製品中の有害な化学物質を総合的に管理するという考え方が重要 

ＣＯＰ３開催都市として，地球温暖化防止の観点も計画に盛り込むべき 
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調整・サポート 調整・サポート

協  働

・もの
．．
の消費より機能の利活用を重視した，21世紀型産業が創成され

た活力のあるまち 

・市民・事業者自らの参加と選択の下に形作られた満足度の高いまち 

・環境への負荷が軽減された「安全・安心」度の高いまち 

これらを踏まえ，「“元気が出る”明るい循環型社会」を目指す！

・経済的手法の検討 

・環境教育の充実 

・有害物質対策 

・減量計画書※の活用 

・環境にやさしい廃棄物

管理システムの選択 

（LCA※の活用など） 

など 

ごみ減量の主人公！

ごみ減量への取組 
・上流対策の充実 
・お互いの情報伝達の充実

行  政 

事 業 者市  民 

それぞれがＰＤ

ＣＡサイクル※

による進捗状況

の管理体制を充

実させる 

・ごみの出ない仕組みを整える 

「循環コーディネーター」（調整役）

・環境負荷が少ない適正処理の推進




